
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安来市立伯太中学校だより        日
ひ

出
いず

る中学校 教育の光は伯中から 

 

 

学校教育目標「豊かな人間性と自主的精神に満ちた生徒を育てる」 

                       令和４年４月２０日号 （ 文責 ： 校長 實重 詔子 ） 

令和４年度がスタートしました 

今年度、伯太中は生徒 115名、教職員数 21名、６

学級構成となります。安来市 I C T活用教育研究指定

校（安来市教育委員会指定）、文部科学省事業 学習者

用デジタル教科書（数学）活用校です。また、令和５

年度中国放送教育研究大会島根大会のプレ大会発表校

でもあります。今年度も何卒よろしくお願いいたしま

す。 

 

ごあいさつとたよりのタイトル 

今年度着任しました、第 24代校長の實重です。 

生徒・教職員・保護者・地域の皆様との対話を大切に

し、合意形成を図りながら学校経営に努めてまいりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、学校だよりのタイトルですが、前任の田中校

長先生は校歌の３番の歌詞より『青春の夢』、 

第 22代の秦校長先生は、校歌の１・２・３番より『独

立の気』『協力の花』『高き技術』とつけておられまし

た。ものすごく迷いましたが、どなたにも校訓を覚え

ていただけるよう、今年度のたよりのタイトルは校訓

そのままにしました。学校教育目標とともに覚えてい

ただけると嬉しいです。 

 

お花をいただきました 

伯太町内のチューリップ生産者６団体で組織される

「はくたチューリップ祭振興会」様が、市内全小中学

校にチューリップを贈られ、本校も 50 本のチューリ

ップをいただきました。また、いつも季節のお花を届

けてくださる地域の方から、この度たくさんの種類の

お花をいただきました。入学式の式場や、教室等に飾

らせていただき、学校が明るくなりました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

着任式・始業式（４月８日） 

着任式では、後日着任者１名を除く５名が２・３年

生と対面しました。始業式では、今年度めざす学校像、

教職員をふくめ全校で心にとめたいこと、３年生・２

年生・先生方へのメッセージを 

おくり、学年・学級・部活動等 

を担当する先生方を発表しまし 

た。自分を成長させるきっかけ 

となる新たな出会いを大切に、 

さまざまな人と協働していきましょう。 

始
業
式
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

✿
「
ち
が
い
は
当
た
り
前
・
自
然
」
と
と
ら
え
、

い
ろ
い
ろ
な
個
性
や
考
え
を
み
と
め
よ
う 

✿
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
っ
て
、合
意
を
形
成

し
よ
う 

✿
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
（
試
行
錯
誤
）
を
し

よ
う 

【
３
年
生
へ
】 

皆
さ
ん
は
、
「
学
校
の
顔
」
で
あ
り
、
今
年

の
伯
中
を
つ
く
る
中
心
と
な
り
ま
す
。
最

大
の
目
標
は
、
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
る

こ
と
で
す
。
力
を
高
め
、
選
択
肢
を
ひ
ろ
げ

る
た
め
に
、
「
今
自
分
は
何
を
優
先
す
べ
き

か
」
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
自
分
と
相
談
し

よ
う
。 

【
２
年
生
へ
】 

中
学
校
生
活
の
大
き
な
分
か
れ
目
の
１
年

と
な
り
ま
す
。
学
習
内
容
が
難
し
く
な
る

だ
け
で
な
く
、１
年
生
の
手
本
と
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
人
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に

な
り
ま
す
。
「
自
分
で
考
え
る
」
「
自
分
で

行
動
す
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
毎
日
を
過

ご
そ
う
。 

【
先
生
方
へ
】 

生
徒
と
も
に
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
、

生
徒
・保
護
者
・地
域
の
方
々
と
合
意
形
成

を
図
り
、
協
働
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
人
を

相
手
と
す
る
仕
事
で
す
の
で
、
当
初
の
計

画
通
り
に
い
か
な
い
部
分
が
必
ず
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を
信
じ
て
、
思
い

や
考
え
を
受
け
と
め
な
が
ら
、
生
徒
が
主

役
に
な
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

校長室にある 

「校訓」の額 

（伊達源一郎氏書） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 学校経営方針 

学校教育目標 豊かな人間性 と 自主的精神 に満ちた生徒を育てる 

校    訓 独立 協力 技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め ざ す 学 校 像 

✿ 「安全安心を実感できる学校」 

✿ だれもが学び、進化・発展する「学ぶ学校」      

✿ 地域に存在を喜ばれ、「地域とともにある学校」 

め ざ す 生 徒 像 

✿ 自ら考え、判断し、行動する生徒 

✿ 多様な他者と協働する生徒 

✿ 豊かな発想をもち、創意工夫する生徒 

めざす教職員像 

✿ 多様な価値観を尊重する教職員 

✿ 他者と合意形成を図り、協働する教職員 

✿ 挑戦し、試行錯誤しながら粘り強く取り組む教職員 

育成する力 

必要なスキル 

重点項目 

入学式（４月１１日） 

安来市教育委員会 秦教育長様ご臨席のもと、新入

生３５名の入学式を行いました。リモートで式に参加

している２・３年生や教職員をはじめ、伯太中に関わ

るすべての人が、新入生の入学を心待ちにしていまし

た。新入生確認では、全員が大きな声で返事しました。 

校長式辞では、伯太中の校訓と、日々心に留めてほ

しいことについて話をしました。 

【校訓 「独立 協力 技術」】 

自分というものを保ちながら、 

さまざまな立場の人と協働し、 

知識や情報を活用しながら、 

自分の頭で考えて、自分の力で立つ、３年後にはそん

な状態になっている自分をめざしてほしい。 

【日々心に留めてほしいこと】 

１．自己理解を進め、多くの人に適切に頼ろう 

自分は何ができて、何ができないのか。できない部分を補うに

はどうしたらよいか。できることを他の人のためにどう生かす

か。日々自分と相談し続け、わからないこと・できないことは、

素直に伝えよう（自立の要素）。 

２．「ちがい」を前提として行動しよう 

人はみんなちがっていて当たり前、ちがっていることは自然な

こと。だから思いや考えを伝え合って折り合いをつけたり、より

良いものを生み出したりしていこう。 

３．「トライアル＆エラー」（試行錯誤）をたくさんしよう 

人のまねをするなどの近道を通っても、自分の力にはならな

い。自分でやってみて、失敗して、うまくいかなかった部分を修

正して、またやってみる、というトライアル＆エラー（試行錯誤）

を自分でたくさんやろう。 

家
庭
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と 

～
「
自
分
で
考
え
る
力
」
を
育
て
る
た
め
に
～ 

①
た
く
さ
ん
問
い
か
け
、子
ど
も
の
答
え
や 

考
え
を
聞
き
ま
し
ょ
う 

②
Ｔ
Ｖ
・
ゲ
ー
ム
・ス
マ
ホ
を
離
れ
て
自
分
で 

考
え
る
時
間
づ
く
り
の
支
援
を 

③
食
事
の
質
・
睡
眠
時
間
の
確
保
に
配
慮
し 

落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を 


